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FS卒業生

　7月からやっと 5時間授業が始まり、「おはようございます！」と子どもたちの声が事務所に響くようにな
りました。そして、その後は、「ちょっと待って、手の消毒と体温！」と、今までにない会話が続きます。
新型コロナウィルス感染症は、世界中に拡がり出入国の制限が続く中、外国にルーツをもつ子どもたち、家族
の皆さんの生活、団体の活動に大きな影響が出ています。
　さて、新学期は、コロナ感染症の対策から始まりましたが、多文化共生センター東京は、もう一つ「荒川校
の移転」という大きな問題を抱えています。外国にルーツを持つ子どもたちの教育支援を続ける多くの団体に
とって、学びの場の確保は切実な問題です。荒川校は、10 年以上に渡り、荒川区と区内中学生への日本語初
期指導の協働事業を実施し、学びの場の提供をいただき活動してきました。こうした行政からの場の提供は、
都内では、ほとんどなく外国にルーツを持つ子どもたちの学びへの深い理解があってこそ、継続できたと考え
ています。しかし、現在は、学びの場としての移転先が決まっていません。行政との連携があってできた学び
の場の形が、今後も継続していくことを強く、強く願っています。
　今後、更に多国籍で多様な人々が暮らす社会へと変わっていく時、外国にルーツを持つ子どもたちの学びへ
の支援は、行政との連携なしに進めることは、できません。
　この地域で学べてよかったと思ってもらえるよう、取り組んでいきたいと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コロナウィルスの感染拡大の中で

の近況

学校の友だちは皆んな日本人です！ですから日本語が少し

増えたと思います。授業は漢字を書くのが多くて大変です。

でもクラスの皆んなが助けてくれて授業には

 ついていってます！！

これからだと思いますけど頑張ります！！

【FS 荒川校 卒業生 Pさん】

入学式をやってもらえました。楽しかったです。

日本の高校生活が始まりました。いつもがんばります。

多文化に遊びに行くのが楽しみです。　

高校に入るために、多文化の先生たちがいろんなことを

教えてくれました。ほんとにありがたいです。

【FS 杉並校 卒業生 H さん】

　新型コロナウイルスの流行により、都内や近県の高校では入学式が延期になり、4月と 5月が休校になりま
した。たぶんかフリースクールの卒業生も 6月に授業が始まるまで、不安を持ちながら自宅で過ごすことにな

りました。当センターでは４月から 5月の間に、担任の先生に協力してもらい、卒業生の近況を調べました。

　その結果、高校から出された宿題のなかに出てくる日本語が分からないという声が多くありました。とくに

理科と社会の分野で使われる日本語が難しく、一人ではなかなか進められないと連絡をくれた卒業生もいまし

た。そうした生徒に対しては、問題集やプリントの画像をメールで送ってもらい、そこに出てくる漢字にルビ

を振って返信するなどして、できる限りのサポートを行いました。

　現在、高校での授業が始まり、みな勉強に励んでいると聞いていますが、いつまた登校できなくなるか、不

安定な状況が続いています。卒業生が高校に行っても安心して勉強に取り組めるようなサポートの仕方を、こ

れから準備していきたいです。以下は、卒業生からのメッセージです。

代表　枦木　典子
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緊急事態宣言の発令下における情報提供の活動
　新型コロナウィルスの感染が拡大し、フリースクールやボランティア教室といった対面する場での活動を休止してい

た間、SNS を通じて、また、ウェブサイトに「新型コロナウィルス関連情報　聞きたい！知りたい！医療、生活のため

のお金、勉強のこと」とページを設け、情報提供を行ってきました。

　多くの方に見ていただいたのは、4月 27 日に投稿した 10 万円の特別定額給

付金の案内です。行政からの情報が多言語で発信されていない段階で、やさし

い日本語で書いた記事には、フェイスブックとツイッターを合わせて、約 7,000

もの閲覧がありました。この他にも、多言語での医療の相談や労働相談の記事

を多くの方に見ていただきました。また、学校の休校が続いていた中で、様々

なサイトでオンライン学習を支援しました。これを「一人でできる勉強サイト」

として、小学生、中学生など区分別にまとめて紹介しました。多文化共生センター

東京で作成した多言語の学習教材「中学数学学習用語集」もあらためて紹介し、

13,000 を超える閲覧がありました。

　多文化共生センター東京の原点は、阪神淡路大震災で被災した外国人への支援、情報提供の活動です。震災から 25 年経ち、

情報の発信や収集の方法は大きく変わりました。2019 年 12 月末の日本の在留外国人は 293 万人を超えました。2020 年 6

月の東京都の外国人人口は 56 万 3,422 人。23 区では、4.9％、およそ 20 人に 1人です。外国にルーツを持つ人たちの数は

大きく増え、国籍も多様になりました。コロナウィルスに関連する情報については、行政からの情報も多言語で発信されて

いるものもあります。特別定額給付金については、日本語の他に 11 の言語で案内が掲載されています。しかし、ネット上

で必要とする情報を見つけることは容易ではありません。

　多文化共生センター東京は主に教育の面から外国にルーツを持つ人たちを支援してきましたが、今回、広く生活に関わる

情報を多くの方々に見ていただきました。そこからシェアやリツイートなどを通じて、新たに団体のことを知ってくださっ

た方、支援者となっていただいた方もいます。多文化共生センター東京という場が、より広く、外国にルーツを持つ人たち

への理解につながるように、情報を発信していきたいと思います。（澤木）

4月 27 日のツイッターより

 
ウェブサイト版 「日本語を母語としない生徒のための東京高校進学ガイド」

　東京の高校への進学を目指す人のために、これまで「日本語を母語としない親子のための多言語高校進学ガイダンス」

を行ってきましたが、今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、ガイダンスを中止したり、人数を減らしたりし

なければなりません。そのため、高校進学に必要な情報を多くのみなさんが見られるように、ＷＥＢでアクセスできる「日

本語を母語としない生徒のための東京高校進学ガイド」を作りました。

　日本語、英語、中国語で見ることができます。ぜひ、活用してください。

◎ ホームページ　http://www.tokyoguidance.com/webguide

◎ 言語 ： 日本語、 英語 （English） 中国語 （中文）

　　右の QR コードから、直接アクセスできます。 →

＜これからの多言語高校進学ガイダンスの予定＞
　新型コロナウイルスの影響で、予定が変わるかもしれません。
    上記の URL や QRコードで、HPの最新情報を確認してください。
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たぶんかフリースクール荒川校

たぶんかフリースクール杉並校

荒川区　ハートフル日本語適応指導事業

　荒川区との協働事業である「ハートフル日本語適応指導事業」は、「通室による初期日本語指導（来日間もない中学生

を対象とした取り出し授業）」と、「補充学習指導（初期日本語指導を終了した中学生と小学校高学年の児童を対象とし

た放課後の指導）」を行っています。

　新型コロナウイルスの影響で 2020 年 3月から休業となっていましたが、6月 23 日から通室 6名、補充 2名の生徒た

ちと授業を再開することができました。休業中、学校からたくさんの課題が出て、「日本語がわからなくて全然できない」

と困っている生徒たち。少しでも力になりたいと思いつつ、何もできない、もどかしい期間でした。

　やっと授業が再開してからは、生徒たちは毎日元気に通ってきています。みんな仲が良く、日本語の勉強にもとって

もまじめに取り組んでいます。消毒や換気などのお手伝いも率先して行ってくれます。学校に通えない自粛期間があっ

たからこそ、友達といっしょに勉強できる楽しさを実感しているのかなと感じました。

　一方で、ハートフルの生徒の中には、母国へ一時帰国し、まだ日本へ戻ってくることができない

生徒もいます。みんな揃って勉強できる日が一日もはやく来ることを願っています。（宮﨑）

　2020 年度多文化フリースクール荒川校は、6月 3日からスタートして 1ヶ月が経ちました。4名 1クラスの 2クラ

ス体制、8名でのスタートです。「マスクとディスタンス」の授業です。マスクをしていると目の表情しかわからず、

生徒同士の会話も少なく、これまでと違う緊張感で少々不安でした。そんな中、自国の出身地を紹介する「私の町」

の授業発表のために写真を貼ったり説明文を書いたりする活動的な作業を通して会話が増え、笑い声もたくさん聞こ

えるようになりました。

   去る 6月 26 日は、杉並校と合同のスポーツ大会でした。広い体育館の中、安全なスペースを取る事ができたので、

マスク無しでもよいかとなり、みんなマスクを取ったのですが、マスク無しの素顔を見たのが初めてで「あっ、こう

いう顔だったのね。」とお互いに驚きと感動そして笑顔でした。両校生徒の初交流でしたが、バトミントンを通して

少しずつ打ち解けることができました。みんな汗びっしょりでしたが、「楽しかった！」「杉並校の人は強かった」と

みんな久々に思い切り体を動かし楽しい時間を過ごせたようです。( 私は、筋肉痛に泣いた )

    今年も、生徒達がいろいろな経験をし大切な時間を過ごすことができるよう、

応援して下さるみなさんと共にサポートしていきたいと思います。（藤井）

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、今年度の杉並校の授業が始まったのは 6月 10 日でした。7月は時差通学

を考慮に入れて、5時間の授業です。生徒はマスクを着用し登校時に手洗いと検温、講師もマスク、場合によってはフェ

イスシールドをつけての授業です。加えてソーシャルディスタンスが不可欠です。日本語 2クラスは、現在、フィリ

ピン、ネパール、メキシコからの生徒、合わせて 6人がいます。みんな開講を待っていた生徒たちです。

　初めての日本語は、ひらがなとカタカナの勉強から始まります。マスクをつけての発音練習は声がこもって聞き取

りにくいので、講師は何回も「大きな声で」とか「もう一度」とか催促しなければなりません。でも生徒たちはとて

も素直で、熱心に何度も繰り返し練習します。

　特に「きゃきゅきょの歌」は、ことばのリズムが面白いためか、とても楽しそうに練習していて

いつも笑い声がでます。これから先は、文法・読解と授業が進みますが、新型コロナウイルスに

左右されず落ち着いた状態で 3月まで勉強できたらと、心から願っています。（須山）
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事務局・たぶんかフリースクール荒川本校
Tabunka free school, Arakawa Main Campus
〒116-0002　東京都荒川区荒川 4-19-1　旧教育センター２階
2F 4-19-1 Arakawa, Arakawa-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6807-7937　Ｅ-mail：info@tabunka.or.jp

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～ 18：00　土曜日 11：00 ～ 19：00

Access：千代田線・京成線町屋駅から徒歩 10 分、

              都電荒川二丁目駅から徒歩 7 分、JR三河島駅から徒歩 15 分

たぶんかフリースクール杉並校  Suginami School
所在地：〒167-0021 東京都杉並区井草 2 丁目 35-5
２-３５-５ Igusa, Suginami-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6915-0200

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～18：00

Access：西武新宿線「井荻」駅から徒歩 12 分

　

   叶 心怡  さん【インターン】

　https://tabunka.or.jp/

　facebook.com/tabunkatokyo

　@tabunka_tokyo

　私は今まで約二十年の間に三回の大きな「壁」に突き当たりました。一回目は 2006 年初めて日本に来た時でした

̶言語の「壁」。一言も日本語を話すことができず、小学校に通いながら、最寄りの日本語教室に行ってました。

日本語スピーチに参加したり、区役所のボランティアが授業中に補佐で日本語を教えてくれました。

　二回目は東日本大震災直後、家族全員で帰国の決定をした時でした̶勉強の「壁」。中国の学校は、小学校でも内

容が大量で、毎日他人よりも多く勉強しなければなりませんでした。さらに中学校は高校受験のために、知識を全く

持たない学科に力を入れなければなりませんでした。

　三回目は中学校を卒業後、再度日本に来た時でした̶高校受験の「壁」。日本に戻ってきたのは七月中旬でした。

日本の高校受験の方法を探していたところ、偶然たぶんかフリースクールを見つけ、入学しました。短い期間ではあっ

たが、無事に都立高校に合格しました。

　私は三回の「壁」を乗り越え、支援してくださった方々に感謝しています。しかし、「壁」を経験したからこそ、今

の私がいます。現在大学の経営学部に所属していますが、自分の経験を活かし、困難をもつ外国人をサポートしたい

です。多文化共生センター東京のインターンの一員として、未熟なところもありますが、努力して活動を進めていき

たいです。加油！

　現在、土曜日のボランティア活動は、予約制での教室の利用やオンライン

での支援の仕方の検討など、コロナの影響下でも学習者を安心して迎えられ

るように取り組みを進めています。その一環として、6月に学習者に向けて

近況を尋ねるお手紙を出しました。ここでは、返事の一部を紹介します。

コロナたいへんですが、体に気を

つけましょう！！（Mくん）

3月から 6月まで一緒に勉強できな

かったけど、これからよろしくおね

がいします。（Sさん）

地図は、下の QR コードをご利用ください。
多文化の HP の「連絡先・アクセス」に
つながります。


